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免責事項
本マニュアルの情報は正確性を期していますが、誤植や
不完全な記述が含まれる可能性もあります。また、本マ
ニュアルの内容は、予告なく変更または更新されること
があります。 本マニュアルの情報により生じた不利益や
損害について、当センターは一切の責任を負いかねます。
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⑩ 参考すべき資料

目標

手順

FDSの出力結果を可視化するソフトウェアSmokeviewを起動し、
Smokeviewの操作を習得する



① FDSを起動しましょう
Smokeviewを使用するために、FDSを起動していなければ、まずFDSを起動します。
デスクトップにあるアイコン「CMDfds」にマウスカーソルをあわせマウスの左ボタン
をダブルクリックすると、FDSが起動します



② Smokeviewを起動しましょう
FDSの出力結果を可視化するSmokeviewを起動する前に、
FDSの入力ファイル(拡張子.fds)と同じフォルダ内にSmokeview
ファイル(拡張子.smv)があることを確認してください。

Smokeviewの計算プログラム’smokeview'のあとに半角スペースを
入力し、そのあとに続けてSmokeviewファイル名
'testfire.smv'(例)を入力します

smokeview testfire.smv

正しく入力したことを確認後、キーボードのEnterキーを押すと、
Smokeviewが起動されます



入力ファイル作成編で作成した入力ファイルtestfire3.fdsを使って
Smokeviewを起動した様子です(Smokeviewのバージョン6.10.5の例)

このウィンドウへFDSの出力
結果が可視化表示されます。
このウィンドウに対してマウ
スやキーボードを使って操作
します。

② Smokeviewを起動しましょう



③ Smokeviewを終了しましょう
ウィンドウ内でマウスを右クリックするとメニューが出てきます。
メニューの一番下の「Quit」を左クリックすると、Smokeviewを終了できます。



④ マウス操作で視点を変えてみよう

ウィンドウ内に表示されている計算空間は、マウス操作で視点を変えることが
できます。操作方法を試して、動作内容を確認しましょう。

操作方法 動作内容
マウスの左ボタンを押したまま(ドラッグ)、
マウスを水平／垂直に動かす

z軸、x軸周りの回転 
（水平移動でz軸回転、垂直移動でx軸回転）

CTRLキーを押しながら、
マウスをドラッグして水平／垂直に動かす

x軸、y軸方向の平行移動 
（画面内での上下左右へのスライド移動）

ALTキーを押しながら、
マウスをドラッグして垂直に動かす

z軸方向の平行移動 
（高さ方向への移動）



⑤ 煙の流れを可視化しよう
ウィンドウ内でマウスを右クリックするとメニューが出てきます。
「Load/Unload」>「3D smoke」>「SOOT DENSITY」と順次左クリックする
と、煙の流れを可視化した表示になります。



⑥ 火炎を可視化しよう
ウィンドウ内でマウスを右クリックするとメニューが出てきます。
「Load/Unload」>「3D smoke」>「HRRPUV」と順次左クリックすると、
火炎を可視化した表示になります。



⑦ 温度分布を可視化しよう
ウィンドウ内でマウスを右クリックするとメニューが出てきます。
「Load/Unload」>「Slice」>「TEMPERATURE」と順次左クリックし、最後に表示させたい場所の温
度分布を選択すると（今回は「Y=5.0 - Temperature」）、温度分布を可視化した表示になります。



⑧ 速度ベクトル分布を可視化しよう
ウィンドウ内でマウスを右クリックするとメニューが出てきます。
「Load/Unload」>「Slice」>「TEMPERATURE」と順次左クリックし、最後に表示させたい場所の温
度分布を選択すると（今回は「Y=5.0 - Temperature」）、温度分布を可視化した表示になります。



速度ベクトル分布では、ウィンドウを最大化するなどして大きくすると、ベクトルが見えやすくなります。

凡例

凡例に表示され
ているものが、
温度(temp)であ
ることを示す

単位

各ベクトルは、
速度の向きと
大きさを表す

Timeは、可視化
表示しているとき
の時間を表す

(単位：秒)

時間表示を視覚的な表す。
マウスで左クリックやド
ラッグすると、表示したい
時間で止めることが可能。

⑧ 速度ベクトル分布を可視化しよう



キー 機能説明

e
回転タイプの切り替え：シーン中心（2
軸、1軸、3軸）および視点中心（Eye 
centered）

ALT + v 投影モードの切り替え（透視投影  サ
イズ維持/平行投影）

! 最も近い45度単位の視点方向にスナッ
プ（固定）する

~
(チルダ) シーンを水平（レベル）にする

⑨ その他のSmokeviewの操作（キーボードショートカット）

キー 機能説明

A プロットタイプ（device または HRRPUV）
の切り替え

B
マウスボタンを押している間、OBSTS（障害
物）とジオメトリを非表示にし、代わりにア
ウトライン（外形線）を描画する

g グリッド（格子）の表示モードを切り替える
O

（大文字）
ブロック表示の切り替え（通常  アウトラ
イン）

ALT + o ブロック表示タイプの順次切り替え

q ユーザー指定またはFDS指定によるブロック
位置の表示

U オリジナル描画と高速ブロック描画（Fast 
blockage drawing）を切り替える

& 線のアンチエイリアス（線を滑らかに描画す
る機能）のON/OFF切り替え

表示・レンダリングに関する設定 ビュー（視点・投影）の操作



キー 機能説明

M コマンドライン・クリッピング（表示
範囲の制限）のON/OFF切り替え

ALT + r
リサーチモードの切り替え（データの
最小値/最大値を固定して着色、軸ラベ
ルのスムージング解除）

W クリッピングモードの切り替え（ALT + 
c でクリッピング面を指定可能）

/ 並列パーティクル読み込み（Parallel 
particle loading）のON/OFF切り替え

高度な設定・解析

キー 機能説明
- / スペース タイムステップ、2Dコンター面、3Dコンターレベルの減少 / 増加

# 現在の設定を初期設定ファイル(拡張子.ini)に保存する

その他・操作

キー 機能説明

r / R 現在のシーンを画像ファイルとして書き出す
（レンダリング）

r
(小文字) シーンと同じ解像度で保存

R
(大文字) シーンの2倍の解像度で保存

ALT + R 360度ビューの作成（全方位を1024x512の画
像1枚に出力）

画像保存・出力

⑨ その他のSmokeviewの操作（キーボードショートカット）



⑩参考すべき資料

Smokeviewには、ここでは記載しきれない多く
の機能があります。

そこで、FDSのインストール時に「C:\Program 
Files\firemodels\FDS6\Documentation\Guide
s_and_Release_Notes」内に資料が保存されて
いますので、参考にしてください。

特に、右に示すSmokeviewのユーザーズガイド
（SMV_User_Guide.pdf）は、FDSを実務で使
用するためには、必須の情報が数多く掲載され
ていますので、参考にされることを強くお勧め
します。
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